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緒 言

Para aminobenzolsulfonamidoガ 連鎖 状球

菌 大 腸菌 性 疾 患 ニ對 シ優 秀 ナ ル作 用 ヲ有 スル事 實

ノ明 カ トナ ル ヤ獨 逸 ニ於 テ ハProntosilノ 名 ヲ以

テ米 國 ニ於 テハ 「サル ハ ア ニ ー ル ア マ イ ド」ノ名稱

ノ下 ニ,又 我 邦 ニ於 テ モ 多數 ノ 同種 ノ製 劑 ガ種 々

ナ ル 名稱 ヲ附 シ テ醫 療 界 ニ提 供 セ ラ レテ連鎖 状球

菌 大腸 菌 性 疾 患 ニハ 顯 著 ナ ル治 療 效 果 ヲ示 シ タ ガ

葡 萄状 球 菌 淋 菌 肺 炎 菌等 ニ對 スル治 療 成 績 ハ 未 ダ

滿 足 ス可 キ モ ノ ガ ナ カ ツ タ.然 ル ニDomagk等

ニ依 リUliron, Diseptal B及 ビCガ 創 製 セ ラ レ

ル ニ及 ンデ之 等 ハ 葡 萄状 球 菌 淋 菌 肺炎 菌 性 疾 患 ニ

對 シ テ極 メテ優 秀 ナ作 用 ヲ有 スル事 ガ實 證 サ レタ

ガ吾 人泌 尿 器 科 ニ於 テ ハ主 ニ淋 疾 ノ化 學 療 法 ニ應

用 シ テ 從來 ニ ナ イ治 療 效 果 ノ有 ル事 ガ認 メ ラ レテ

居 ル.之 等 ハ 何 レモSulfonamido基 ヲ有 スル モ

ノデ ア ル ガ本 邦 ニ於 テモ 之 ニ次 デ逸 速 ク種 々 ノ名

稱 ノ下 ニSulfonamido劑 ガ多數 提 供 セ ラ レテ研

究 ヲ競 ツテ 居 ル状 態 デア ル.

余 ハ一 新Sulfonamido劑Diseptalヲ 提 供 セ ラ

レテ 之 ヲ淋 疾 患者 ニ應 用 シ テ居 ル ガ興 味 アル成 績

ヲ得 ツ ツア ル ノ デ今 日迄 ノ大 要 ヲ報 告 シ度 イ ト思

フ.Diseptalハ 化 學上4(4' Aminobenzolsul-

fonamido)-benzolsulfon di methylamidoナ ル

構 成 ヲ有 スル 白 色粉 状 ノ結 晶 デ ア リ194℃ デ熔

融 シ水 及 ビAlkohol稀 鹽 酸 類 ニ ハ難 溶 デア ル ガ

「苛 性 ア ル カ リ」ニハ 容 易 ニ溶解 スル ト言 ハ レ テ 居

ル.
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治 驗 例

Diseptalヲ 淋 疾 患者 ニ 應 用 スル ニ當 ツテハ 所

謂 衝撃 療 法 ノ 型 式 ヲ採 用 シタ.即 チ1日3g 5日

間 ヲ第1衝 撃 トナ シ5日 間 ノ休 止 期 間 ヲ置 イテ更

ニ第2第3衝 撃 ヲ反 覆 スル事 トシ タ又 原 則 トシ テ

局所 療 法ハ 之 ヲ廢 シ テ 居ル ガ場 合 ニ依 リ之 ヲ行 フ

時 ニハ極 メテ稀 薄 ナ藥 液 例 ヘ バ0.25%ノ 「ビタル

ゴー ル」ヲ注 入 スル ニ止 メテ 居 ル.又Diseptal療

法 ヲ行 フ場 合ハ日 々 ノ症 状 ヲ特 ニ 入 念 ニ 注 意 シ

膿,淋 絲 又 ハ尿 沈 渣 ノ如 キモ 日 々顯 微 鏡 下 ニ觀 察

シ タ.今 日報 告 スル 症 例 ハ 急 性慢 性症 全13例 デ

成 績 ハ 大體 第1表 ニ示 ス通 リデ ア リ.

第1表 「ヂ ゼ プ タール」實 驗例

症例1 板崎某41歳 會社 員.初 診昭和13年12

月1日

診斷 急 性前尿道炎

現症 第1分 尿 溷濁(+)第2分 尿(-)尿 道 口發

赤腫脹 ア リ排膿 ヲ見 ル.膿 中淋菌(+)白 血球

(+++).

處 置 Diseptal 3.0gヲ 以 テ1日 量 トシ5日 間

連續 シ第1衝 撃 ヲ行 フ.第1衝 撃 後5日 間0.5%

Vitargol注 入 療 法 ヲ行 フ.第1衝 撃 中 排 膿 稍 々

減 少 シ タル モ淋 菌 ハ消 失 セ ズ.第2衝 撃 完 了後 ハ
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排 膿 停 止 シ尿 清澄 トナ リ僅 カ ニ上 皮 粘 液 性 ノ淋絲

ハ浮游 スル ヲ見 ル モ淋 菌 ハ證 明 セ ズ.以 後 極 メテ

短 時 日 ニ テ淋絲 モ消 失 シ本 療 法 ノ適 切 ニ奏效 シタ

ト思 ハ レル 例 デ ア ル.

症 例2 小 笠 原 某26歳 漁業,初 診 昭 和13年10

月27日.

診 斷 急 性前 尿 道 炎.

現 症 第1分 尿 溷 濁(++)第2分 尿(-)尿 道 口發

赤 腫脹 著 明 ニ シ テ 排 膿 多量 膿 中 淋 菌(++)白 血 球

(+++).

處 置 Diseptal 3.0g 5日 間 連 續 シ 第1衝 撃 ヲ

行 フ.第1衝 撃 ノ終 リ ニテハ 排 膿 ハ極 メテ 少量 ト

ナ ル モ 尚 ホ淋 菌 ヲ證 明 シ尿 道 口 ノ發 赤腫 脹 尚 ホ存

ス.第2衝 撃 迄 ノ5日 間ハ0.25% Vitargolノ 注

入 ヲ行 フ.第2衝 撃 間始 後3日 目 ニハ淋 菌 消失 シ

尿 殆 ド清 澄 トナル.尿 道 口ノ發 赤 亦 殆 ド消失 ス.

症 例3. 川西 某28歳 鐵 工,初 診 昭 和13年10月

12日.

診 斷 急 性 前尿 道炎 兼 急 性 副 尿道 炎.

現 症 第1分 尿 溷濁(+)第2分 尿(-)尿 道 口發

赤 腫 脹 著 明 ニ シテ 此左 側副 尿 道 口 ヨ リモ 共 ニ膿 分

泌 アリ.膿 中淋 菌(++)白 血 球(+++).

處 置 Diseptal 3.0g投 與 シ5日 間 連 續 シ第1

衝 撃 ヲ行 フ.然 レ共 症 状 更 ニ輕 快 セ ズ.第1衝 撃

後 ノ5日 間 ハ0.25% Vitargolヲ 以 テ 局 所 注 入 療

法 ヲ行 フ.次 デ第2衝 撃 トシ テDiseptal 3.0gヲ

5日 間 投 與 シ タル モ排 膿 益 々旺盛 ニシ テ 淋 菌 依 然

(++)尿 道 口 ノ發 赤 腫 脹 減 退 セ ズ.仍 ツ テDiseptal

療 法 ヲ中 止 シテ局 所 療 法 ニ移 ル.

症 例4. 柴 田某29歳 技 手,初 診 昭和13年11月

21日.

診 斷 急 性 全 尿道 炎,

現 症 第1分 尿 濁 溷(+)第2分 尿(±),尿 道 口

稍 々發 赤 腫脹 シ排 膿 ヲ見 ル.膿 中淋 菌(+)白 血球

(+).

處 置 Diseptal 3.0g投 與5日 間 連 續 シ テ 第1

衝 肇 ヲ行 フ.衝 撃 中 一時 淋 菌 消 失 シ タル モ旅 行 ノ

タ メ第2衝 撃迄 ニ局所療法 ヲ行ハ ズ第2衝 撃開始

ノ時 ニハ尿道 口ノ發赤腫脹 ハ消褪 シ排膿 モ幾分減

少 シタ レ共淋絲中 ニ淋菌再 ビ出現 セル ヲ認 ム.第

2衝 撃完 了後 ハ排膿 全ク停止 シ 尿清澄淋菌 ヲ證 明

セズ.

症例5. 小 柴某35歳 商業,初 診昭和13年9月

23日.

診斷 急 性全尿道炎兼急性副尿道炎

現症 第1及 ビ第2分 尿共 ニ溷濁(±),尿 道 口

發赤腫脹 著明 ニシテ尚 ホ繋帶 ニ近 ク副尿道 口 ノ發

赤腫 脹 アリテ此兩所 ヨ リ排膿 ヲ見 ル.膿 中淋菌

(++)白 血球(+++).

處置 Diseptal 3.0gヲ 以テ5日 間 第1衝 撃 療

法 ヲ行 フ.更 ニ各5日 間 ノ間隔 ヲ置 キテ第2第3

衝撃 ヲ行 ヒ各衝撃 ノ休止中ハ0.25% Vitargolノ

注入 ヲ行 フ.然 ル ニ發赤腫脹 ハ稍 々減退 シタ レ共

排膿停 止 セズ且經過中會陰部 ニ於 テ尿道周圍浸潤

ヲ惹起 シ遂 ニ化膿 シタル ヲ以テ切 開 ヲ加 フルニ到

リタリ.Diseptal療 法 ヲ中止 シテ本來 ノ局所療法

ニ復 ス.

症 例6. 明樂某38歳 大工,初 診 昭和13年10月

18日.

診斷 急性全尿道炎 兼急性攝護腺炎

現症 第1分 尿溷濁(++)第2分 尿(+)尿 道 口著

明 ニ發赤腫脹 シ排膿 多量 ニテ淋菌(++)白 血球(+++)

攝護 腺ハ殊 ニ右葉著 明ニ腫脹 シ硬 度軟壓痛 ア リ.

處置 Diseptal 3.0g 5日 間連續 シ 第1衝 攣 ヲ

行 フ.第1衝 撃完 了後ハ尚ホ少量 ノ排膿 ア リ尿道

口ハ依然發赤腫脹著 明ニシテ淋菌 ヲ尚ホ鏡 下 ニ檢

出 ス.第2衝 撃迄ハ局所療法 ヲ受ケル可 ク通院 セ

ズ.5日 間ノ 休止後 ニ第2衝 撃 ヲ同樣 ニ行 フ.第

2衝 撃 ノ終 リニハ尿 ハ全 ク 清澄排膿 ナク發赤及 ビ

腫脹 全 ク消失 シテ尿道 口正常,淋 菌 ヲ證明セズ.

症例7. 出崎某56歳 菓子 商.初 診昭和14年1

月14日.

診斷 亞急 性前尿道炎

現症 第1分 尿溷濁(++)第2分 尿(-)尿 道 口中
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等度 ニ發赤腫脹 シ排膿 ア リ膿 中淋菌(+)白 血球

(+++).

處置 Diseptal 3.0g投 與5日 連續 シ第1衝 撃

ヲ行 ヒ傍 ラ0.5%Vitargol注 入 ヲナス.第1衝

撃終 了後ハ尿道 口ノ發赤腫脹ハ消失シ排膿殆 ド停

止セルモ尚ホ浮游 スル淋絲 中ニハ少數 ノ淋菌 ヲ見

ル.輕 度 ノ食慾不振 ヲ訴 フルモ健胃劑 ノ投與 ニ依

リテ輕快 シタル ヲ以テ5日 間 ノ休止 後 ニ更 ニ第2

囘衝撃 ヲ行 フ.第2衝 撃終了後 尿ハ全 ク清澄 トナ

リ僅カニ淋絲 ハ浮游 スル ヲ見 ル モ淋菌 ヲ證 明 セ

ズ.

症例8. 片山某24歳 會社員,初 診昭和13年10

月13日.

診斷 亞急性尿道膀胱炎

現症 第1及 ビ第2分 尿溷濁(++)尿 道 口發赤腫

脹 ア リテ少量ノ排膿ア リ膿中淋菌(+)尿 頻及 ビ排

尿痛 ア リ.

處置 0.25% Vitargol尿 道注入ノ他 ニDisep-

tal 3.0g投 與5日 間 連續 シテ 第1衝 撃 ヲ行 フ.

Diseptal服 用3日 ニテ 既 ニ排膿減 少シ尿頻 モ略

ボ正常 ニ復 ス.第1衝 撃後 ハ排膿全クナク淋菌 ヲ

證 明セズ尿清澄 トナリ尿道 口ノ發赤亦消褪 シ一路

輕快 ニ赴 ク.本 例ハ極 メテ迅速 ニ奏效 ヲ見 タル例

ナ リ.

症例9-13. 之等ハ何 レモ慢性症 デ本 療法 ヲ開

始 シタ時 ニハ既ニ淋菌 ノ證明極 メテ困難 ナリシモ

ノデ勿論排膿 ヤ尿溷濁ハ ナク唯清澄尿 ニ僅ニ粘液

性表皮性 ノ淋絲 ヲ浮游サ シテ居 ルニ過ギヌ状態 ノ

者 バカ リデ治癒經過觀察 ノ目標 トナル可 キ的確 ナ

所見 ニ乏 シイモノデアツテ3囘 ノ衝撃療法 ヲ繰返

シタガ之等粘液性表皮性 ノ淋絲 ノ状態 ニハ少 シモ

認 ム可 キ影響 ガナカツタ.

症例14. 大崎某5歳 ノ少女,初 診 昭和14年1

月6日.

診斷 急性淋菌性陰門腟炎.

現 症 大小陰唇 中等度 ニ發赤腫脹 シ黄色粘稠膿

樣帶下ア リ.膿 中淋菌(+)白 血球(+).

處 置 ニ ハ1萬 倍 青 酸 反 化 汞 液 坐 浴,1% Vi-

targol腟 内注 入 ノ他 ニDiseptal 1.0g投 與5日 間

第1衝 撃療 法 ヲ行 ヒ タル ニ第1衝 撃終 了後3日 目

ヨ リ帶 下 全 ク停 止 シ發 赤 腫 脹 モ 消失 シ腟 分 泌 物 ノ

塗 抹 物 ニハ 淋 菌 及 ビ 白血 球 ヲ證 明 シ得 ザ ル ニ到 ツ

タモ ノ デ只1例 デハ アル ガ女 子 淋 疾 ニ モ亦 卓 效 ヲ

見 タ例 デ アル.

總 括

以 上 實 驗 シ タ成績 ヲ總 括 スル ト勿論症 例 ガ少 數

デ アル タ メ決 定 的 ノ事 ハ 申 シ難 イ ガDiseptalノ

内服 ノ ミデ局 所 療 法 ヲ全 然 行 ハ ヌ者 ニ於 テ モ1-

2囘 ノ衝 撃療 法 デ著 明 ニ症 状 ガ輕 快 シ 淋 菌 ノ消 失

ヲ見 得 タ事 ヨ リシテ本 劑 ノ效 果 ハ 疑 フ 可 ク モ ナ

ク,從 來 ノ内服 治 淋 劑 ノ遠 ク及 バ ヌ程 ノ優 秀 ナ モ

ノ デ ア リ又 在來 ノ注 射 用治 淋 色素 劑 ノ何 レ ニ比 シ

テモ卓 抜 ナル 治 效 ヲ有 スル事 ガ證 明 セ ラ レタ.併

シ爰 ニ注意 ス可 キ事 ハ敍 上 第3及 ビ第5例 ハ 正 式

ニ衝 撃療 法 ヲ施 行 セ ル ニモ拘 ハ ラズ殆 ド治 效 ト見

做 ス可 キ所 見 ナ カ リシ ハ如 何 ナル 理 由 ニ ヨル モ ノ

ナ リヤ臨 牀 上 研 究 ノ餘 地 アル モ ノ ト信 ズ.蓋 シ本

劑 ヲ以 テ スル 衝 撃療 法 ニハ 更 ニ今 後 適 用 方 法 ノ改

良 及 ビ症 例 ノ選 擇 ヲ研 究 スル 事ガ 肝 要 デ ア ツ テ之

ガ適 應 ヲ得 レバ本 療 法 ハ 尚 ホ一 層 ノ好 成績 ヲ得 ル

事 ト信 ズ ル モ ノ デ アル.且 本 劑 ニハ1モ 厭 フ可 キ

副 作 用 ナ ク可 ナ リ大 量 ノ投 與 可能 デ アル點 ハ本 劑

ノ優 秀性 ヲ増 強 スル モ ノデ ア リ,殊 ニ國 産 品 ニ斯

ル 優秀 ナ化 學 療 法 劑 ノ提 供 セ ラ レ タ事 ヲ喜 ビ トス

ル モ ノデ ア ル.

指 導 ト校 閲 ヲ賜 リ タル恩 師根 岸 教 授 ニ深 ク

謝 意 ヲ表 ス.

本 論 文 ノ要 旨 ハ 昭 和14年 岡 山醫 學 會第50

囘總 會 ニ發 表 セ リ.
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Aus der Dermato-Urologischen Klinik der Med. Fakultat Okayama 

(Vorstand: Prof. Dr. H. Negishi).

Erfahrungen mit einem neuen japanischen Sulfonamidopraeparat 

"Diseptal". 

Von 

Dr. Jiro Minato. 

Eingegangen am 6. Juli 1938.

Diseptal besteht aus 4-(4-aminobenzolsulfonamido) benzolsulfondimethylamido. 

Verfasser machte mit diesem Praeparat bei mannlichen Gonorrhoen einen Versuch, 

namlich die Stossbehandlung (3g taglich funf Tage lang), und erhielt folgende 

Resultate: 

Bei meisten Fallen von akuten Gonorrhoen ohne Komplikation horte der Eiter-

ausfluss auf und wird Gonokokken im Ausstrich negativ nach der 1-2 Stoss-

behandlung, aber bei schweren Fallen mit Komplikation bisweilen ohne Erfolg. Bei 

chronischen Fallen, bei welchen Eiterausfluss und Gonokokken im Ausstrich schwer 

nachweisbar und nur wenige Faden im Harne vorhanden waren, konnte Verfasser 

sichtbaren Erfolg nicht beobachten. Bei allen Fallen waren keine Nebenerscheinungen 

bemerkt. (Autoreferat)
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